
白
石
の
夏
の
風
物
詩

　
８
月
９
日
、
50
年
以
上
続
く
夏
の
風
物

詩
「
白
石
夏
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
年
は
、
白
石
城
開
門
30
周
年
を
祝

う
夏
ま
つ
り
と
し
て
開
催
。
天
候
に
も
恵

ま
れ
、市
内
中
心
部
が
約
１
万
６
、０
０
０�

人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

午
後
３
時
か
ら
始
ま
っ
た
ま
つ
り
は
、

す
ま
ｉい

る
広
場
の
ス
テ
ー
ジ
で
、
陸
上

自
衛
隊
船
岡
駐
屯
地
「
船
岡
さ
く
ら
太

鼓
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
勇
壮
な
和
太
鼓

演
奏
で
ス
タ
ー
ト
。
続
い
て
、
小お

野の

越え
つ

郎ろ
う

さ
ん
の
津
軽
三
味
線
演
奏
や
、
市
内

ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
、
日
本
舞
踊
教
室
に

通
う
子
ど
も
た
ち
が
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。
司
会
の
ワ
ッ
キ
ー

貝か
い

山や
ま

さ
ん
が
会
場
を
盛
り
上
げ
、
観
客
か

ら
は
出
演
者
の
素
晴
ら
し
い
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

壽
丸
屋
敷
で
は
「
白
石
和
紙
あ
か
り

展
」
を
開
催
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参

加
し
た
皆
さ
ん
が
製
作
し
た
白
石
和
紙

の
あ
か
り
80
点
、
同
時
開
催
の
「
白
石

和
紙
絵
て
が
み
展
」
で
は
、
市
内
小
中

学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
和
紙
絵

手
紙
５
４
０
点
が
展
示
さ
れ
、
夏
の
夜

を
幻
想
的
に
彩
り
ま
し
た
。

1_日頃の練習の成果を披露する碧水園子
ども日本舞踊教室の皆さん　2_陸上自衛
隊船岡駐屯地「船岡さくら太鼓」の皆さん
による大迫力の和太鼓演奏　3・4・5_大
鷹沢こども太鼓、Dance School Groovy、
子どもたちによるうーめん体操が会場を盛
り上げました　6・7_音楽に合わせて踊
りを楽しむ参加者。駅前通りは多くの人で
にぎわいました　8_飲食コーナーに30の
ブースが大集合。どこのブースも大人気で
した　9_会場であいさつする白石区ふる
さと会の宮野幹事　10_夏の夜を幻想的に
彩った和紙あかり展
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白石夏まつり
伝統をつなぐ

10

　
白
石
駅
前
通
り
で
は
、
白
石
音
頭
と
盆

踊
り
が
行
わ
れ
、
会
場
に
は
多
く
の
踊

り
手
が
集
結
。
小
野
さ
ん
の
津
軽
三
味

線
の
音
色
が
踊
り
手
を
盛
り
上
げ
、
白

石
音
頭
・
盆
踊
り
の
参
加
者
は
華
や
か

な
浴
衣
や
思
い
思
い
の
格
好
で
踊
り
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
に
は
、
友
好
都
市
で
あ
る

札
幌
市
白
石
区
の
久く

保ぼ

田た

史た
す
く

市
民
部
長
、

白
石
区
ふ
る
さ
と
会
の
宮み

や

野の

多た

加か

子こ

幹

事
の
ほ
か
、
あ
わ
せ
て
４
人
の
方
に
ご

来
場
い
た
だ
き
、
ま
つ
り
の
熱
気
を
堪た

ん

能の
う
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
白
石
城

の
上
空
に
約
２
０
０
発
の
花
火
が
打
ち

上
げ
ら
れ
、
夏
の
夜
空
を
鮮
や
か
に
彩

り
ま
し
た
。
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